
臨床研究に関する情報公開について        

西暦 2023 年 3 月 8 日 

当院では、以下の臨床研究を実施しております。この研究は、通常の診療で得られた情報をまとめることに

よって行います。このような研究は、国が定めた指針に基づき、対象となる患者さんおひとりずつから直接同

意を得るかわりに、研究の目的を含む研究の実施についての情報を公開することが必要とされています。 

 利用する情報からは、お名前、ご住所など、個人が特定できる情報は削除します。また、研究の成果は学会

や雑誌等で発表されますが、その際にも個人が特定できる情報は公表しません。 

 ご自身の診療情報を研究に使用してほしくないという場合や研究に関するお問合せなどは、以下の「問合せ

先」へご連絡ください。研究への不参加を申し出られた場合にも、なんら不利益を受けることはありません。 

 

研 究 課 題 名 

好中球領域の側方散乱光強度の最頻値 NE-SSC（Neutrophil-Side Scatterd light 

intensity）と側方散乱光分布幅 NE-WX（Neutrophil complexity and width of 

dispersion）を用いた骨髄異形成症候群（MDS）のスクリーニング 

実 施 部 署 医療法人財団荻窪病院 中央検査科 

研 究 責 任 者 棚橋 尚紀 

研 究 期 間 2023 年 3 月 10 日～西暦 2023 年 12 月 31 日 

研究目的と意義 

NE-SSC および NE-WX を測定した健康診断受診者の中に、どの程度の MDS患者さん

が含まれているか、スクリーニング検査項目として、どの程度の有用性を見出せるか検討

することを目的としています。 

研 究 内 容 

●対象となる患者さん 

2022 年 1 月 1 日から2023 年 3 月 31 日までの間に杉並区健診を受診した 50 歳

以上の方 

●利用するカルテ情報 

 好中球領域の側方散乱光強度の最頻値であるNE-SSC 

好中球領域の側方散乱光分布幅であるNE-WX 

●研究方法 

上記情報を収集し、カットオフ値（NE-SSC：145以下、NE-WX：327 以上）に抵

触した検体に対して、血液塗抹標本を作成し MDS 特有の所見（偽 Pelger 核異常・過

分葉好中球・脱顆粒好中球：無または低顆粒好中球・中毒性顆粒）の観察を行い評価し

ます。 

問 合 せ 先 

【本研究に関するご意見、苦情に関する相談窓口】 

窓  口：棚橋 尚紀 

住  所：〒167-0035 東京都杉並区今川 3-1-24  

電  話：03-3399-1101 (代表)  

受付時間：月～金 8：30～17：00 

 


